
(57)【要約】

【課題】本発明は脊椎固定装置に向けられている。

【解決手段】この装置は、脊椎ロッドを受け入れるため

のチャンネルを構成しているボディを備えており、この

チャンネルが、横方向開口部により分離された第１分岐

部および第２分岐部を有しており、そしてボディから延

びていて脊椎骨の一部に係合するためのフックと、脊椎

ロッドをチャンネルに固着するように構成されているフ

ァスナーとを備えている。ファスナーは第１分岐部のみ

を通って延びているのがよい。また、脊椎固定装置は１

つまたはそれ以上の器具係合凹部を有するのがよい。更

に、本発明は脊椎固定方法に向けられている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 脊 椎 ロ ッ ド を 受 け 入 れ る た め の チ ャ ン ネ ル を 構 成 し て い る ボ デ ィ を 備 え て お り 、 こ の チ
ャ ン ネ ル は 、 横 方 向 開 口 部 に よ り 分 離 さ れ た 第 １ 分 岐 部 お よ び 第 ２ 分 岐 部 を 有 し て お り 、
　 ボ デ ィ か ら 延 び て い て 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 す る た め の フ ッ ク と 、
　 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る よ う に 構 成 さ れ て い る フ ァ ス ナ ー と 、 を 備 え て お り
、 フ ァ ス ナ ー が 第 １ 分 岐 部 の み を 通 っ て 延 び て い る 、 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 第 １ 分 岐 部 に 設 け ら れ た 孔 を 通 っ て 延 び て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 脊 椎 固
定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 孔 に 受 け 入 れ 可 能 な 頭 部 と 、 こ の 頭 部 と 反 対 側 の 先 端 部 と を 有 し て お り 、
先 端 部 は 、 フ ァ ス ナ ー が 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る と 、 第 ２ 分 岐 部 か ら 間 隔 を 隔
て ら れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 押 え ね じ で あ り 、 こ の 押 え ね じ お よ び 孔 の う ち の 少 な く と も 一 方 は ね じ 付
き で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 横 方 向 開 口 部 は フ ァ ス ナ ー を 第 １ 分 岐 部 か ら 取 外 す こ と な し に 横 方 向 開 口 部 を 通 し て の
チ ャ ン ネ ル へ の 脊 椎 ロ ッ ド の 挿 入 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 脊
椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る た め に 脊 椎 ロ ッ ド に 係 合 す る 先 端 部 を
有 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 先 端 部 は 脊 椎 ロ ッ ド に 係 合 す る 斜 面 を 有 し て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 先 端 部 は 実 質 的 に 円 錐 形 ま た は 切 頭 円 錐 形 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 フ ッ ク は 第 １ 軸 線 を 構 成 し て お り 、 チ ャ ン ネ ル は 約 ９ ０ ° よ り 大 き い 角 度 、 第 １ 軸 線 に
対 し て 傾 斜 さ れ て い る 第 ２ 軸 線 を 構 成 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 ２ 軸 線 は 約 １ ０ ０ ° と 約 １ ３ ５ ° と の 間 だ け 第 １ 軸 線 に 対 し て 傾 斜 さ れ て い る 、 請 求
項 ９ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 １ 分 岐 部 は チ ャ ン ネ ル の 上 方 分 岐 部 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 １ 分 岐 部 は チ ャ ン ネ ル の 下 方 分 岐 部 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ボ デ ィ に 形 成 さ れ て い て 器 具 で ボ デ ィ を 把 持 す る た め の 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部
を 更 に 備 え て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ボ デ ィ に 形 成 さ れ て い る 第 １ 器 具 係 合 凹 部 と 、 こ の 第 １ 器 具 係 合 凹 部 と 反 対 側 で ボ デ ィ
に 形 成 さ れ て い る 第 ２ 係 合 凹 部 と を 更 に 備 え て い る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部 は 鉗 子 で ボ デ ィ を 把 持 す る た め に 構 成 さ れ て い る 請 求 項
１ ３ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部 は 、 鉗 子 が 横 方 向 開 口 部 を 塞 ぐ こ と な し に 鉗 子 に よ る ボ
デ ィ の 把 持 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部 は 、 フ ッ ク が 脊 椎 骨 の 一 部 と 係 合 さ れ る と き に 上 か ら 把
持 す る た め に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 フ ッ ク は 椎 弓 板 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 横 方 向 開 口 部 を 有 す る ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル を 構 成 す る ボ デ ィ を 備 え て お り 、 こ の
ボ デ ィ は 器 具 に よ り 把 持 す る た め の 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部 を 有 し て お り 、
　 ボ デ ィ か ら 延 び て い て 、 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 す る た め の フ ッ ク と 、
　 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る よ う に 構 成 さ れ た フ ァ ス ナ ー と 、
を 備 え て い る 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 ボ デ ィ は 第 １ 側 部 と 、 第 １ 側 部 と 反 対 側 の 第 ２ 側 部 と を 有 し て お り 、 第 １ 側 部 に は 、 第
１ 器 具 係 合 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 側 部 に は 、 第 ２ 器 具 係 合 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ ９ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ 器 具 係 合 凹 部 は 、 鉗 子 の 第 １ お よ び 第 ２ 顎 部 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ
且 つ 寸 法 決 め さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル は 横 方 向 開 口 部 に よ り 分 離 さ れ た 第 １ 分 岐 部 お よ び 第 ２ 分 岐
部 を 有 し て お り 、 フ ァ ス ナ ー は 第 １ 分 岐 部 の み を 通 っ て 延 び て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の
脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 、 孔 に 受 け 入 れ 可 能 な 頭 部 と 、 こ の 頭 部 と 反 対 側 の 先 端 部 と を 有 し て お り
、 先 端 部 は 、 フ ァ ス ナ ー が 脊 椎 ロ ッ ド を ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る と 、 第 ２ 分
岐 部 か ら 間 隔 を 隔 て ら れ て い る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 横 方 向 開 口 部 は 、 第 １ 分 岐 部 か ら フ ァ ス ナ ー を 取 り 出 す こ と な し に 横 方 向 開 口 部 を 通 し
て の ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル へ の 脊 椎 ロ ッ ド の 挿 入 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 第 １ 分 岐 部 は 上 方 分 岐 部 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 第 １ 分 岐 部 は 下 方 分 岐 部 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 脊 椎 ロ ッ ド に 係 合 す る 斜 面 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装
置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 実 質 的 に 円 錐 形 ま た は 切 頭 円 錐 計 で あ る 先 端 部 を 有 し て い る 、 請 求 項 ２ ７
に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 フ ァ ス ナ ー は ね じ 付 き 押 え ね じ で あ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 フ ッ ク は 椎 弓 板 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載
の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部 は 、 フ ッ ク が 脊 椎 骨 の 一 部 と 係 合 さ れ る と 、 上 か ら 把 持
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
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　 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部 は 、 鉗 子 が 横 方 向 開 口 部 を 塞 ぐ こ と な し に 鉗 子 に よ る 把
持 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 脊 椎 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 脊 椎 ロ ッ ド を 受 け 入 れ る た め の 開 放 チ ャ ン ネ ル を 有 す る ボ デ ィ と 、 こ の ボ デ ィ か ら 延 び
て い る フ ッ ク と 、 ボ デ ィ と 係 合 さ れ 、 開 放 チ ャ ン ネ ル を 部 分 的 に 塞 ぐ こ と が 可 能 で あ る フ
ァ ス ナ ー と を 有 す る 第 １ 脊 椎 固 定 装 置 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 フ ッ ク を 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ る 工 程 と 、
　 ボ デ ィ か ら フ ァ ス ナ ー を 外 す こ と な し に 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動 さ せ る
工 程 と 、
　 フ ァ ス ナ ー を 脊 椎 ロ ッ ド に 締 付 け て 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る 工 程 と 、
を 備 え て い る 脊 椎 固 定 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 フ ッ ク を 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ る 工 程 は 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動
さ せ る 工 程 の 前 に 生 じ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 フ ッ ク を 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ る 工 程 は 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動
さ せ る 工 程 の 後 に 生 じ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 は 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中
へ 移 動 さ せ る こ と よ り な る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 脊 椎 ロ ッ ド は 患 者 の 中 央 平 面 に 対 し て 約 ２ ０ ° と 約 ７ ０ ° と の 間 の 角 度 で 開 放 チ ャ ン ネ
ル の 中 へ 上 方 に 移 動 さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 脊 椎 ロ ッ ド は 患 者 の 中 央 平 面 に 対 し て 約 ３ ０ ° と 約 ６ ０ ° と の 間 の 角 度 で 開 放 チ ャ ン ネ
ル の 中 へ 上 方 に 移 動 さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 は 開 放 チ ャ ン ネ ル を 脊 椎 ロ ッ ド に 向
け て 移 動 さ せ る こ と よ り な る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 第 １ 脊 椎 固 定 装 置 は 患 者 の 中 央 平 面 に 対 し て 約 ２ ０ ° と 約 ７ ０ ° と の 間 の 角 度 で 脊 椎 ロ
ッ ド 上 へ 下 方 に 移 動 さ れ る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 第 １ 脊 椎 固 定 装 置 は 患 者 の 中 央 平 面 に 対 し て 約 ３ ０ ° と 約 ６ ０ ° と の 間 の 角 度 で 脊 椎 ロ
ッ ド 上 へ 下 方 に 移 動 さ れ る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 第 ２ 脊 椎 骨 の 一 部 に 取 付 け る 工 程 と 、
　 脊 椎 ロ ッ ド を 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 に 固 着 す る 工 程 と
を 更 に 備 え て い る 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 取 付 け る 工 程 は 、 フ ッ ク を 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ る 工 程 と 、
脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 と の 前 に 生 じ る 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 取 付 け る 工 程 は 、 フ ッ ク を 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ る 工 程 と 、
脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 と の 後 に 生 じ る 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 第 １ 脊 椎 骨 を 第 ２ 脊 椎 骨 に 対 し て 圧 縮 す る か 或 い は そ ら す 工 程 を 更 に 備 え て い る 請 求 項
３ ３ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ４ ６ 】
　 第 １ 脊 椎 骨 を 第 ２ 脊 椎 骨 に 対 し て 整 合 さ せ る 工 程 を 更 に 備 え て い る 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 開 放 チ ャ ン ネ ル は 横 方 向 開 口 部 に よ り 分 離 さ れ た 第 １ 分 岐 部 お よ び 第 ２ 分 岐 部 を 有 し て
お り 、 フ ァ ス ナ ー は 第 １ お よ び 第 ２ 分 岐 部 の 一 方 の み に 係 合 す る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 は 椎 弓 板 で あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 フ ァ ス ナ ー を 脊 椎 ロ ッ ド に 締 付 け る 工 程 は 押 え ね じ の 傾 斜 面 に よ り 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ
ャ ン ネ ル に 押 込 む 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 傾 斜 面 は フ ァ ス ナ ー の 実 質 的 に 円 錐 形 ま た は 切 頭 円 錐 形 の 先 端 部 で あ る 、 請 求 項 ４ ９ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 フ ァ ス ナ ー を ボ デ ィ か ら 完 全 に 外 す こ と な し に 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動
さ せ る 工 程 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 フ ァ ス ナ ー は ね じ 付 き 押 え ね じ で あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 脊 椎 固 定 装 置 お よ び 脊 椎 固 定 方 法 に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 脊 椎 固 定
フ ッ ク お よ び こ れ を 使 用 し た 脊 椎 固 定 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 脊 椎 を そ の 正 常 な 状 態 に 戻 す た め に 脊 椎 へ の 修 正 力 の 付 与 お よ び ／ ま た は 保 持 を 必 要 と
す る 多 く の 公 知 の 脊 椎 状 態 が あ る 。 そ の 結 果 、 脊 椎 固 定 の 使 用 す る た め の 多 く の 装 置 が 開
発 さ れ て き た 。 １ つ の 種 類 の 脊 椎 固 定 装 置 は 、 一 般 に 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 脊 椎 ロ ッ ド
を 有 し て お り 、 こ れ ら の 脊 椎 ロ ッ ド は 、 （ フ ッ ク 、 ね じ ま た は 板 の よ う な ） 固 定 装 置 が 脊
椎 ロ ッ ド と 脊 椎 の 所 定 部 分 と の 間 に 連 結 さ れ て 設 置 さ れ る 。 幾 つ か の 公 知 の 脊 椎 固 定 装 置
に 伴 う １ つ の 問 題 は 、 通 常 、 外 科 医 が 脊 椎 ロ ッ ド を こ れ ら の 装 置 に 軸 方 向 に （ す な わ ち 、
直 列 に ） 挿 入 す る こ と を 必 要 と し 、 外 科 医 が 装 置 の す べ て ま た は 一 部 を 分 解 す る こ と な し
に 装 置 を 次 々 に 加 え る か 、 或 い は 取 外 す こ と を 困 難 に し て い る と 言 う 点 で あ る 。 こ の 難 点
を 軽 減 す る 試 み で 、 横 方 向 に お け る 脊 椎 ロ ッ ド の 挿 入 を 許 容 す る 装 置 が 開 発 さ れ た 。 し か
し な が ら 、 こ れ ら の 装 置 の 多 く は 、 （ 頂 部 か ら 或 い は 斜 め か ら に 対 し て ） 側 部 か ら 装 置 に
脊 椎 ロ ッ ド を 挿 入 す る こ と を 必 要 と し て お り 、 か く し て 必 要 以 上 に 或 い は 望 ま し い 以 上 に
大 き い 患 者 に 対 す る 切 り 口 を 必 要 と す る 。 ま た 、 こ れ ら の 装 置 の 多 く は 、 脊 椎 ロ ッ ド の 取
付 け を 許 容 す る た め に 装 置 か ら 完 全 に 取 外 さ れ る べ き ね じ の よ う な 構 成 部 品 を 必 要 と し て
い る 。 こ れ ら の 構 成 部 品 の 完 全 な 取 外 し は 、 手 順 に 必 要 な 時 間 量 を 増 し 、 ま た 患 者 の 内 側
で 小 さ い 部 分 が 失 わ れ る 恐 れ を 高 め る 。 ま た 、 公 知 の 装 置 の 多 く は 、 装 置 を 器 具 で 容 易 に
把 持 し て 操 り 得 る 特 徴 を 欠 い て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 自 身 お よ び ／ ま た は 脊 椎 ロ ッ ド の 最 小 の 侵 襲 的 な 埋 込 み に 対 処 し て お り 、 脊 椎
ロ ッ ド に 対 し て 容 易 に 且 つ す ば や く 連 結 さ れ 且 つ 外 さ れ る こ と が 可 能 で あ っ て 、 器 具 で 把
持 し た り 操 っ た り す る の が 容 易 で あ る 脊 椎 固 定 装 置 の 必 要 性 が 当 業 界 に 残 存 し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 脊 椎 固 定 装 置 に 向 け ら れ て い る 。 こ の 装 置 は 、 脊 椎 ロ ッ ド を 受 け 入 れ る た め の
チ ャ ン ネ ル を 構 成 し て い る ボ デ ィ を 備 え て お り 、 こ の チ ャ ン ネ ル が 、 横 方 向 開 口 部 に よ り
分 離 さ れ た 第 １ 分 岐 部 お よ び 第 ２ 分 岐 部 を 有 し て お り 、 ボ デ ィ か ら 延 び て い て 脊 椎 骨 の 一
部 に 係 合 す る た め の フ ッ ク と 、 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
フ ァ ス ナ ー と を 備 え て い る 。 フ ァ ス ナ ー は 第 １ 分 岐 部 の み を 通 っ て 延 び て い る の が よ い 。
第 １ 分 岐 部 は チ ャ ン ネ ル の 上 方 分 岐 部 で も 、 或 い は 下 方 分 岐 部 で も よ い 。 フ ァ ス ナ ー は 第
１ 分 岐 部 に 設 け ら れ た 孔 を 通 っ て 延 び て い る の が よ い 。 フ ァ ス ナ ー は 、 孔 に 受 け 入 れ 可 能
な 頭 部 と 、 頭 部 と 反 対 側 の 先 端 部 と を 有 す る の が よ く 、 先 端 部 は 、 フ ァ ス ナ ー が 脊 椎 ロ ッ
ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る と 、 第 １ 分 岐 部 か ら 間 隔 を 隔 て ら れ る の が よ い 。 フ ァ ス ナ ー は
押 え ね じ で あ る の が よ く 、 押 え ね じ お よ び 孔 の う ち の 少 な く と も 一 方 が ね じ 付 き で あ る の
が よ い 。 横 方 向 開 口 部 は 、 好 ま し く は 、 第 １ 分 岐 部 か ら フ ァ ス ナ ー を 取 外 す こ と な し に 横
方 向 開 口 部 を 通 し て の チ ャ ン ネ ル へ の 脊 椎 ロ ッ ド の 挿 入 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 フ ァ ス ナ ー の 先 端 部 は 脊 椎 ロ ッ ド に 係 合 し て 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 し 得 る 。 例
え ば 、 先 端 部 は 脊 椎 ロ ッ ド に 係 合 す る 斜 面 を 有 し て も よ い 。 更 に 或 い は 変 更 例 と し て 、 先
端 部 は 実 質 的 に 円 錐 形 ま た は 切 頭 円 錐 形 で あ っ て も よ い 。 本 発 明 の 一 面 に よ れ ば 、 フ ッ ク
は 第 １ 軸 線 を 構 成 し 、 チ ャ ン ネ ル は 、 約 ９ ０ ° よ り 大 き い 角 度 、 好 ま し く は 約 １ ０ ０ ° と
約 １ ３ ５ ° と の 間 の 角 度 だ け 第 １ 軸 線 に 対 し て 傾 斜 さ れ た 第 ２ 軸 線 を 有 す る の が よ い 。 フ
ッ ク は 椎 弓 板 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ る の が よ い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 面 に よ れ ば 、 脊 椎 固 定 装 置 は 、 横 方 向 開 口 部 を 有 す る ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ
ン ネ ル を 構 成 し 、 そ し て 器 具 に よ り 把 持 す る た め の 少 な く と も １ つ の 器 具 係 合 凹 部 を 有 し
て い る ボ デ ィ と 、 ボ デ ィ か ら 延 び て い て 、 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 す る た め の フ ッ ク と 、 脊 椎
ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る よ う に 構 成 さ れ た フ ァ ス ナ ー と を 備 え て い る 。 ボ デ ィ は 、
第 １ 側 部 と 、 第 １ 側 部 と 反 対 側 の 第 ２ 側 部 と を 有 す る の が よ く 、 第 １ 側 部 に は 、 第 １ 器 具
係 合 凹 部 が 形 成 さ れ て い る の が よ く 、 第 ２ 側 部 に は 、 第 ２ 器 具 係 合 凹 部 が 形 成 さ れ て い る
の が よ い 。 第 １ お よ び 第 ２ 器 具 係 合 凹 部 は 、 鉗 子 ま た は 他 の 器 具 の 第 １ お よ び 第 ２ 顎 部 に
係 合 す る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て い る の が よ い 。 器 具 係 合 凹 部 は 、 フ ッ ク が 脊
椎 骨 の 一 部 と 係 合 さ れ る と 、 上 か ら 把 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の が よ い 。 更 に 或 い は
変 更 例 と し て 、 器 具 係 合 凹 部 は 、 鉗 子 が 横 方 向 開 口 部 を 塞 ぐ こ と な し に 鉗 子 に よ る 把 持 を
許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る が よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 脊 椎 固 定 方 法 に 向 け ら れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 脊 椎 ロ ッ ド を 受 け 入 れ る
た め の 開 放 チ ャ ン ネ ル を 有 す る ボ デ ィ と 、 こ の ボ デ ィ か ら 延 び て い る フ ッ ク と 、 ボ デ ィ と
係 合 さ れ 、 開 放 チ ャ ン ネ ル を 部 分 的 に 塞 ぐ こ と が 可 能 で あ る フ ァ ス ナ ー と を 有 す る 第 １ 脊
椎 固 定 装 置 を 用 意 す る 工 程 と 、 フ ッ ク を （ 椎 弓 板 の よ う な ） 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ
る 工 程 と 、 ボ デ ィ か ら フ ァ ス ナ ー を 外 す こ と な し に 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移
動 さ せ る 工 程 と 、 フ ァ ス ナ ー を 脊 椎 ロ ッ ド に 締 付 け て 脊 椎 ロ ッ ド を チ ャ ン ネ ル に 固 着 す る
工 程 と を 備 え て い る 。 フ ッ ク を 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ る 工 程 は 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ
ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 の 前 ま た は 後 に 生 じ て も よ い 。 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ
ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 は 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動 さ せ る こ と よ り な り 、
こ の 場 合 、 脊 椎 ロ ッ ド は 患 者 の 中 央 平 面 に 対 し て 約 ２ ０ ° と 約 ７ ０ ° と の 間 の 角 度 で 開 放
チ ャ ン ネ ル の 中 へ 上 方 に 移 動 さ れ る の が よ い 。 変 更 例 と し て 、 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ
ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 は 開 放 チ ャ ン ネ ル を 脊 椎 ロ ッ ド に 向 け て 移 動 さ せ る こ と よ り な っ
て も よ く 、 こ の 場 合 、 第 １ 脊 椎 固 定 装 置 は 患 者 の 中 央 平 面 に 対 し て 約 ２ ０ ° と 約 ７ ０ ° と
の 間 の 角 度 で 脊 椎 ロ ッ ド 上 へ 下 方 に 移 動 さ れ る の が よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 方 法 は 、 更 に 、 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 第 ２ 脊 椎 骨 の 一 部 に 取 付 け る 工 程 と 、 脊 椎 ロ ッ
ド を 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 に 固 着 す る 工 程 と を 備 え て い る の が よ い 。 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 取 付
け る 工 程 は 、 フ ッ ク を 第 １ 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 さ せ る 工 程 と 、 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ
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ル の 中 へ 移 動 さ せ る 工 程 と の 前 ま た は 後 に 生 じ て も よ い 。 更 に 或 い は 変 更 例 と し て 、 こ の
方 法 は 、 更 に 、 第 １ 脊 椎 骨 を 第 ２ 脊 椎 骨 に 対 し て 圧 縮 す る か 或 い は そ ら す 工 程 、 お よ び ／
ま た は 第 １ 脊 椎 骨 を 第 ２ 脊 椎 骨 に 対 し て 整 合 さ せ る 工 程 を 備 え て も よ い 。 更 に 、 こ の 方 法
は フ ァ ス ナ ー を ボ デ ィ か ら 完 全 に 外 す こ と な し に 脊 椎 ロ ッ ド を 開 放 チ ャ ン ネ ル の 中 へ 移 動
さ せ る 工 程 を 備 え て い る の が よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 同 じ 参 照 符 号 が 同 じ 要 素 を 示 す 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ を 参 照 す る と 、 脊 椎 ロ ッ ド に 取 付 け ら れ る 本 発 明 に よ る 脊 椎 固 定 装 置 の 第 １ 例 示 的
実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 脊 椎 フ ッ ク １ ０ と し て 示 さ れ て い る 脊 椎 固 定 装 置 は 、 一 般 に 、
ボ デ ィ １ ２ と 、 ボ デ ィ １ ２ か ら 延 び て い る フ ッ ク １ ４ と 、 ボ デ ィ １ ２ と 係 合 さ れ て い る フ
ァ ス ナ ー １ ６ と を 有 し て い る 。 ボ デ ィ １ ２ は 、 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ を 受 け 入 れ る ロ ッ ド 受 け 入
れ チ ャ ン ネ ル １ ８ を 構 成 し 得 る 。 図 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 フ ッ ク １ ４ は 、 ボ デ ィ １
２ の 左 側 に 取 付 け ら れ 、 （ 図 １ で 見 て ） 右 側 ま で 延 び て お り 、 か く し て 「 左 側 」 実 施 形 態
と 呼 ば れ る 。 図 ２ な い し 図 ４ の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 フ ッ ク １ ４ が ボ デ ィ １ ２ の 右 側 に 取
付 け ら れ 、 （ 図 ３ お よ び 図 ４ で 見 て ） 左 側 ま で 延 び て い る 「 右 側 」 実 施 形 態 で あ る 以 外 、
図 １ の 実 施 形 態 と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 右 側 お よ び 左 側 実 施 形 態 は 、 例 え ば 、 脊 椎 フ ッ ク
１ ０ を 椎 弓 板 の よ う な 脊 椎 骨 の 一 部 に 脊 椎 骨 の 両 側 か ら 取 付 け る た め に 設 け ら れ る 。 ま た
、 右 側 お よ び 左 側 実 施 形 態 は 、 そ れ ら の フ ッ ク １ ４ が 爪 構 成 で 互 い に 向 け て 配 向 さ れ て 設
け ら れ て も よ い が 、 右 側 お よ び 左 側 実 施 形 態 の 追 加 の 利 点 が 意 図 さ れ 、 当 業 者 に よ り 知 ら
れ て い る 。 図 １ の 実 施 形 態 と 図 ２ な い し 図 ４ の 実 施 形 態 と の 唯 一 の 顕 著 な 相 違 は 、 ボ デ ィ
１ ２ に 対 す る フ ッ ク １ ４ の 配 向 で あ り 、 こ れ ら の ２ つ の 例 示 的 な 実 施 の 形 態 を と も に こ こ
に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ な い し 図 ４ を 参 照 す る と 、 ボ デ ィ １ ２ は 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ を 受 け 入 れ る た め の ロ ッ ド
受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ を 構 成 し て い る 。 ボ デ ィ １ ２ は 、 好 ま し く は 、 最 小 の 因 襲 性 で あ
る た め に 滑 ら か な 或 い は 丸 い 縁 部 を 有 す る 低 い 輪 郭 を 有 し て い る 。 ボ デ ィ １ ２ が 概 ね 矩 形
と し て 図 １ な い し 図 ４ に 示 さ れ て い る が 、 本 発 明 は ボ デ ィ １ ２ の い ず れ の 特 定 の 形 状 、 サ
イ ズ ま た は 構 成 に 限 定 さ れ な い 。
　 脊 椎 固 定 装 置 １ ０ は 、 好 ま し く は 、 脊 椎 の 頸 部 ま た は 上 方 胸 部 領 域 に お い て 脊 椎 骨 の 一
部 に 取 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て い る が 、 変 更 例 と し て 、 脊 椎 固 定 装
置 １ ０ は 、 脊 椎 の 他 の 領 域 （ す な わ ち 、 下 方 頸 部 お よ び 腰 部 領 域 ） に お い て 脊 椎 骨 に 取 付
け ら れ る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て も よ い 。 図 １ な い し 図 ４ に 示 さ れ る 例 示 的 な
実 施 形 態 で は 、 フ ッ ク １ ４ は 脊 椎 骨 の 椎 弓 板 部 分 の 下 側 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸
法 決 め さ れ て い る 。 例 え ば 、 フ ッ ク １ ４ は 、 （ 図 １ に 示 す よ う に ） ボ デ ィ １ ２ の 左 側 ２ ２
か ら 下 方 に 延 び 、 そ し て （ 図 １ に 示 す よ う に ） 右 側 ２ ４ に 向 け て 湾 曲 し て も よ く 、 或 い は
変 更 例 と し て 、 （ 図 ２ な い し 図 ４ に 示 す よ う に ） ボ デ ィ １ ２ の 右 側 ２ ４ か ら 下 方 に 延 び 、
そ し て 左 側 ２ ２ に 向 け て 湾 曲 し て も よ い 。 い ず れ の 構 成 で も 、 フ ッ ク １ ４ は 脊 椎 骨 の 椎 弓
板 部 分 の 下 に 容 易 に 嵌 る 幅 狭 い ブ レ ー ド 部 分 ２ ６ で 終 わ っ て も よ い 。 し か し な が ら 、 当 業
者 は 、 こ の 開 示 か ら 、 変 更 例 と し て 、 フ ッ ク １ ４ が 例 え ば 棘 突 起 ま た は 内 茎 の よ う な 脊 椎
骨 の 他 の 部 分 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て も よ い こ と を 知 り 、 理 解 す る
で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ は 、 横 方 向 の 開 口 部 ３ ２
に よ り 分 離 さ れ た （ 例 示 の 目 的 で 上 方 分 岐 部 と し て 示 さ れ て い る ） 第 １ 分 岐 部 ２ ８ と 、 （
例 示 の 目 的 で 下 方 分 岐 部 と し て 示 さ れ て い る ） 第 ２ 分 岐 部 ３ ０ と を 構 成 し て も よ い 。 開 口
部 ３ ２ は 、 好 ま し く は 、 図 １ お よ び 図 ２ の 軸 線 Ｘ に よ り 一 般 に 示 さ れ る よ う に 、 （ 従 来 の
軸 方 向 ま た は 長 手 方 向 挿 入 に 対 し て ） 開 口 部 ３ ２ を 通 し て の ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １
８ へ の 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ の 挿 入 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て い る 。 よ り 詳
細 に は 、 開 口 部 ３ ２ の マ ウ ス は 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ の 直 径 よ り 大 き く て も よ い 。 こ れ に よ り 、
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脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ に す で に 取 付 け ら れ た 他 の 脊 椎 固 定 装 置 を 移 動 さ せ た り 取 外 し た り す る こ
と な し に 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ か ら の 脊 椎 フ ッ ク １ ０ の 容 易 な 取 付 け お よ び 取 外 し を 容 易 に し 得
る 。 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 分 岐 部 ２ ８ は 第 ２ 分 岐 部 ３ ０ よ り 長 い が 、 変 更 例
と し て 、 第 １ お よ び 第 ２ 分 岐 部 ２ ８ 、 ３ ０ は 等 し い 長 さ の も の で も よ く 、 或 い は 第 ２ 分 岐
部 ３ ０ が 第 １ 分 岐 部 ２ ８ よ り 長 く て も よ い 。
　 更 に 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ は 第 １ 分 岐 部 ２ ８ の 孔 ３
４ を 通 っ て 延 び 、 そ し て 開 口 部 ３ ２ を 部 分 的 に 塞 ぎ 、 そ れ に よ り フ ァ ス ナ ー １ ６ に よ り 脊
椎 ロ ッ ド ２ ０ を チ ャ ン ネ ル １ ８ に 固 着 し 得 る 。 フ ァ ス ナ ー １ ６ は 、 好 ま し く は 、 第 １ 分 岐
部 ２ ８ ま た は 第 ２ 分 岐 部 ３ ０ の み （ 両 方 で は な い ） を 通 っ て 延 び て い る 。 十 分 に 長 い 開 口
部 ３ ２ と 共 に 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ を 孔 ３ ４ か ら 完 全 に 取 り 出 す こ と な し
に 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ を 開 口 部 ３ ２ に 挿 通 し 得 る 。 第 １ 分 岐 部 ２ ８ は 図 １ な い し 図 ４ に 上 方 分
岐 部 と し て 示 さ れ て い る が 、 変 更 例 と し て 、 こ の 開 示 か ら 当 業 者 が わ か る よ う に 、 第 １ 分
岐 部 ２ ８ は 下 方 分 岐 部 で あ っ て も よ い し 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ は 下 方 分 岐 部 を 通 っ て 延 び て も
よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 （ 部 分 的 に 仮 想 で 示 さ れ る ） フ ァ ス ナ ー １ ６ は 、 孔 ３ ４ に
係 合 す る 頭 部 分 ３ ６ と 、 こ の 頭 部 分 ３ ６ と 反 対 側 で あ っ て 、 開 口 部 ３ ２ の 中 へ 延 び て い る
先 端 部 分 ３ ８ と を 有 し て も よ い 。 フ ァ ス ナ ー １ ６ は 孔 ３ ４ の ね じ 山 と 噛 合 う 頭 部 分 ３ ６ の
ね じ 山 を 有 す る 押 え ね じ と し て 示 さ れ て い る が 、 当 業 界 で 知 ら れ て い る 他 の 構 成 も 意 図 さ
れ る 。 変 更 例 と し て 、 例 え ば 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ は 四 分 の １ 回 り の カ ム と し て 構 成 さ れ て も
よ い 。 先 端 部 分 ３ ８ は 、 （ フ ァ ス ナ ー １ ６ が 孔 ３ ４ に 十 分 に 締 付 け ら れ る と ） 脊 椎 ロ ッ ド
２ ０ を チ ャ ン ネ ル １ ８ に 押 込 ん で 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ を ボ デ ィ １ ２ に 固 着 す る た め に 脊 椎 ロ ッ
ド ２ ０ に 係 合 す る 傾 斜 面 す な わ ち 斜 面 ４ ０ を 有 し て も よ い 。 図 示 の よ う に 、 先 端 部 分 ３ ８
は 実 質 的 に 円 錐 形 ま た は 切 頭 円 錐 形 で も よ い が 、 他 の 構 成 も 可 能 で あ る 。 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０
が ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ に 固 着 さ れ と 、 先 端 部 分 ３ ８ が 第 ２ 分 岐 部 ３ ０ か ら 間 隔
を 隔 て ら れ て い る の が 好 ま し く 、 そ れ に よ り フ ァ ス ナ ー １ ６ を 孔 ３ ４ か ら 完 全 に 取 り 出 す
こ と な し に 開 口 部 ３ ２ を 通 し て の 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ の 挿 入 お よ び ／ ま た は 取 出 し を 更 に 容 易
に す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ は 六 角 ス パ ナ ま た は ト ー ク ス ス パ ナ の よ う な
ね じ 回 し 工 具 を 受 け 入 れ る 内 面 ソ ケ ッ ト ４ ０ を 有 し て も よ い 。 変 更 例 と し て 、 フ ァ ス ナ ー
１ ６ は ソ ケ ッ ト ス パ ナ ま た は 他 の 工 具 が 係 合 す る た め の 六 角 形 突 起 の よ う な 外 面 特 徴 を 有
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ お よ び ／ ま た は
ボ デ ィ １ ２ は 、 フ ッ ク １ ４ が 患 者 に 埋 め 込 ま れ る と き 、 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ を 頂 部 お よ び ／ ま
た は 側 部 か ら 開 口 部 ３ ２ を 通 し て ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ に 挿 入 し 得 る よ う に 、 フ
ッ ク １ ４ に 対 し て 上 方 に 傾 斜 さ れ て い る の が よ い 。 こ れ に よ り 、 脊 椎 フ ッ ク １ ０ を 脊 椎 ロ
ッ ド に 対 し て 下 方 に ／ 側 方 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 脊 椎 フ ッ ク １ ０ を す で に 埋 め 込 ま れ
て い る 脊 椎 ロ ッ ド に 取 付 け る こ と が で き る 。 こ の 頂 部 ま た は 傾 斜 装 填 に よ れ ば 、 脊 椎 フ ッ
ク １ ０ お よ び ／ ま た は 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ の 埋 込 み に 必 要 と さ れ る 切 開 の 大 き さ を 減 少 さ せ る
こ と が で き 、 ま た 簡 単 化 さ れ た 埋 込 み 並 び に 他 の 利 点 を も た ら す 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ
ッ ク １ ４ は 、 一 般 に 、 第 １ 軸 線 Ｙ を 構 成 し 得 、 ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ は 第 ２ 軸 線
Ｘ を 構 成 し 得 る 。 第 ２ 軸 線 Ｘ は 約 ９ ０ ° よ り 大 き い 角 度 α だ け 第 １ 軸 線 Ｙ に 対 し て 傾 斜 さ
れ て も よ い 。 好 ま し く は 、 角 度 α は 約 １ ０ ０ ° と 約 １ ３ ５ ° と の 間 で あ る 。 し か し な が ら
、 当 業 者 は 、 角 度 α の 他 の 値 が 可 能 で あ る こ と を わ か る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ な い し 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 ボ デ ィ １ ２ は 、 図 ６ お よ び 図 ６ に 示 さ れ る 鉗 子
５ ０ の よ う な 器 具 で 把 持 す る た め の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 係 合 凹 部 を 有 し て も よ い 。 図 示
の よ う に 、 第 １ 係 合 凹 部 ４ ２ が ボ デ ィ １ ２ の 左 側 部 ２ ２ に 形 成 さ れ て も よ く 、 第 ２ 係 合 凹
部 ４ ４ が ボ デ ィ １ ２ の 右 側 部 ２ ４ に 形 成 さ れ て も よ い 。 こ れ ら の 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ は ボ デ ィ
１ ２ に 形 成 さ れ た 細 長 い ス ロ ッ ト で あ っ て も よ く 、 こ の 場 合 、 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ は 鉗 子 ５ ０
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の 顎 部 ５ ２ 、 ５ ４ を 受 け 入 れ 、 そ れ に よ り 鉗 子 ５ ０ を 使 用 し て 脊 椎 フ ッ ク １ ０ を 埋 め 込 ん
だ り 、 お よ び ／ ま た は 操 っ た り し 得 る 。 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ は 、 好 ま し く は 、 ボ デ ィ １ ２ の 外
周 面 か ら フ ァ ス ナ ー １ ６ に 向 け て 延 び て も よ い が 、 他 の 構 成 も 意 図 さ れ る 。 な お 、 凹 部 ４
２ 、 ４ ４ お よ び 顎 部 ５ ２ 、 ５ ４ は 図 に 示 さ れ る 細 長 い 構 成 に 限 定 さ れ な い 。 も し ろ 、 凹 部
４ ２ 、 ４ ４ お よ び 顎 部 ５ ２ 、 ５ ４ は 、 こ の 開 示 か ら 当 業 者 に は わ か る よ う に 、 鉗 子 ５ ０ が
ボ デ ィ １ ２ を し っ か り 把 持 し 得 る 任 意 の 噛 合 い 構 成 を 有 し て も よ い 。 鉗 子 ５ ０ の よ う な 器
具 と 共 に 使 用 さ れ る 場 合 、 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ は 、 外 科 医 が 脊 椎 固 定 装 置 １ ０ を 靱 帯 お よ び 他
の 組 織 の よ う な 障 害 物 に 通 し て 適 所 へ 操 る の に 十 分 な 把 持 力 を 与 え 得 る 。 好 ま し く は 、 凹
部 ４ ２ 、 ４ ４ は 、 外 科 医 が 鉗 子 ５ ０ を 使 用 し て 脊 椎 固 定 装 置 １ ０ を 操 っ て 周 囲 の 靱 帯 に 通
し て 椎 弓 板 と 係 合 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 且 つ 寸 法 決 め さ れ て い る （ す な わ ち 、 十 分 に 長 く
且 つ 深 い ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ は 、 外 科 医 が 脊 椎 固 定 装 置 １ ０ を 上 か ら 或 い は 患 者 の 外 側 か ら 脊
椎 骨 上 の 適 所 へ 操 る た め に 脊 椎 固 定 装 置 １ ０ を 上 か ら 把 持 す る よ う に （ 例 え ば 、 図 １ な い
し 図 ４ に 示 す よ う に ） 位 置 決 め さ れ て も よ い 。 ま た 、 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ が 器 具 に よ り 係 合 さ
れ て い る 間 、 ロ ッ ド ２ ０ を 開 口 部 ３ ２ か ら チ ャ ン ネ ル １ ８ に 挿 入 し 得 る よ う に 、 凹 部 ４ ２
、 ４ ４ が 開 口 部 ３ ２ に 対 し て 十 分 な 距 離 ま た は 配 向 に 位 置 決 め さ れ る こ と も 好 ま し い 。 換
言 す る と 、 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ は 、 好 ま し く は 、 器 具 、 例 え ば 、 鉗 子 ５ ０ が 凹 部 ４ ２ と 係 合 さ
れ る と き に 、 こ れ が 開 口 部 ３ ２ へ の 接 近 を 阻 む よ う な 位 置 に 位 置 決 め さ れ な い 。 ま た 、 凹
部 ４ ２ 、 ４ ４ は 、 好 ま し く は 、 鉗 子 ５ ０ の よ う な 器 具 が 凹 部 ４ ２ 、 ４ ４ を 把 持 し て い る と
き に フ ァ ス ナ ー １ ６ へ の 接 近 を 阻 ま な い 位 置 に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 脊 椎 固 定 方 法 に 向 け ら れ て お り 、 以 下 に 、 こ の 方 法 を 前 述 の 構 造 を 参 照
し て 説 明 す る が 、 本 発 明 の 方 法 は 前 述 の 構 造 に 限 定 さ れ な い 。 こ の 方 法 は 、 脊 椎 の 所 定 の
領 域 へ の 接 近 を 行 な う た め に 患 者 に 切 り 口 を 用 意 す る こ と を 含 む 。 好 ま し く は 、 切 り 口 は
１ つ ま た は そ れ 以 上 の 脊 椎 ロ ッ ド の 埋 込 み を 許 容 す る の に 十 分 で あ る 。 切 り 口 が 用 意 さ れ
、 脊 椎 は 埋 込 み の 準 備 が 整 う と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ を 第 １ 脊 椎 骨 ６
０ の 一 部 に 係 合 さ せ る 。 好 ま し く は 、 フ ッ ク １ ４ を 第 １ 脊 椎 骨 ６ ０ の 椎 弓 板 ６ ２ の 下 に 係
合 さ せ る が 、 変 更 例 と し て 、 フ ッ ク １ ４ を 棘 突 起 ま た は 内 茎 の よ う な 脊 椎 骨 の 他 の 領 域 に
係 合 し て も よ い 。 フ ッ ク １ ４ を 図 ７ に お け る 頸 部 脊 椎 骨 の 椎 弓 板 ６ ２ に 係 合 す る が 、 こ の
方 法 は 胸 部 お よ び 腰 部 領 域 の よ う な 脊 椎 の 他 の 領 域 へ の 適 用 を 有 し て も よ い 。 第 ２ 脊 椎 フ
ッ ク １ ０ （ ま た は 内 茎 ね じ ま た は 他 の 公 知 の 脊 椎 固 定 装 置 ） の よ う な 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 （
図 示 せ ず ） を 第 ２ 脊 椎 骨 （ 図 示 せ ず ） の 一 部 に 係 合 し て も よ い 。 当 業 者 は 、 第 １ 脊 椎 フ ッ
ク １ ０ の 前 ま た は 後 に 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 埋 め 込 ん で も よ い こ と を わ か る で あ ろ う 。 ま た
、 当 業 者 は 、 特 定 の 用 途 お よ び ／ ま た は 病 気 に よ り 必 要 と さ れ る の に 応 じ て 、 任 意 の 数 の
脊 椎 固 定 装 置 を 埋 め 込 ん で も よ り こ と を わ か る で あ ろ う 。
　 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ を 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お よ び 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 に 取 付 け て も よ い 。 こ の
工 程 は 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お よ び ／ ま た は 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 脊 椎 骨 の 一 部 に 係 合 す る
前 ま た は 後 に 生 じ て も よ い 。 す な わ ち 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お よ び ／ ま た は 第 ２ 脊 椎 固 定
装 置 を 脊 椎 ロ ッ ド の 前 に 埋 め 込 ん で も よ く 、 或 い は 変 更 例 と し て 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お
よ び ／ ま た は 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 脊 柱 に す で に 埋 め 込 ま れ て 固 定 さ れ て い る 脊 椎 ロ ッ ド に
埋 込 ん で 取 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 少 な く と も 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ に 関 し て は 、 脊 椎 ロ ッ ド を 図 ７ の 方 向 ７ ０ に お け る よ う
に 開 口 部 ３ ２ を 通 し て チ ャ ン ネ ル １ ８ の 中 へ 移 動 さ せ て も よ い 。 例 え ば 、 こ れ は 、 ロ ッ ド
２ ０ を 患 者 の 中 央 平 面 Ｐ （ 人 間 の 身 体 を 右 半 分 お よ び 左 半 分 に 分 割 す る 平 面 ） に 対 し て 約
２ ０ ° と 約 ７ ０ ° と の 間 の 角 度 β で チ ャ ン ネ ル １ ８ の 中 へ 上 方 に 移 動 さ せ る こ と を 含 む 。
好 ま し く は 、 こ れ は 、 ロ ッ ド ２ ０ を 中 央 平 面 Ｐ に 対 し て 約 ３ ０ ° と 約 ６ ０ ° と の 間 の 角 度
β で チ ャ ン ネ ル １ ８ の 中 へ 上 方 に 移 動 さ せ る こ と を 含 む が 、 他 の 角 度 も 可 能 で あ る 。 変 更
例 と し て 、 脊 椎 フ ッ ク １ ０ が す で に 脊 柱 に 適 所 に あ る 脊 椎 ロ ッ ド 構 成 体 に 付 設 さ れ て い る
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場 合 の よ う に 、 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ が チ ャ ン ネ ル １ ８ に 入 る ま で 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ を 、 脊
椎 ロ ッ ド ２ ０ 上 に 下 方 に 挿 入 し て も よ い 。 こ れ は 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ を 患 者 の 中 央 平 面
Ｐ に 対 し て 約 ２ ０ ° と 約 ７ ０ ° と の 間 の 角 度 β で 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ に 向 け て 下 方 に 移 動 さ せ
る こ と を 含 む 。 好 ま し く は 、 こ れ は 、 ロ ッ ド ２ ０ を 中 央 平 面 Ｐ に 対 し て 約 ３ ０ ° と 約 ６ ０
° と の 間 の 角 度 β で 下 方 に 移 動 さ せ る こ と を 含 む が 、 他 の 角 度 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ァ ス ナ ー １ ６ を ボ デ ィ １ ２ か ら 係 合 解 除 す る か 或 い は 取 外 す こ と な し に 脊 椎 ロ ッ ド ２
０ を ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ に 挿 入 す る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ が ロ ッ
ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ の 第 １ お よ び 第 ２ 分 岐 部 ２ ９ 、 ３ ０ の う ち の 一 方 の み を 通 っ て
延 び て い る こ と に 起 因 し て 可 能 で あ る が 、 他 の 構 造 で も こ の 手 順 を 可 能 し 得 る 。
　 病 気 を 手 近 に 治 す た め に 、 治 療 力 を 少 な く と も 第 １ お よ び 第 ２ 脊 椎 骨 に 加 え て も よ い 。
こ れ ら の 治 療 力 は 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お よ び ／ ま た は 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 脊 椎 に 取 付 け
る 前 ま た は 後 に 、 或 い は ロ ッ ド ２ ０ を こ れ ら の 装 置 に 固 着 す る 前 に 加 え ら れ て も よ い 。 第
１ お よ び 第 ２ 脊 椎 骨 を 互 い に 対 し て 近 づ け た り 遠 ざ け た り す る た め に 圧 縮 器 具 ま た は そ ら
せ 器 具 を 使 用 し て も よ く 、 或 い は 変 更 例 と し て 、 こ れ ら の 脊 椎 骨 を 適 切 に 整 合 さ せ る た め
に （ 例 え ば 、 脊 椎 の 異 常 な 湾 曲 を 治 す た め に ） 力 を 加 え て も よ い 。 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お
よ び ／ ま た は 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 を 脊 椎 ロ ッ ド に 固 着 し て そ れ ら の 所 望 位 置 を 維 持 し て も よ
い 。 少 な く と も 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ に 関 し て 、 こ れ は 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ を 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ に
締 め 付 け 、 そ れ に よ り フ ァ ス ナ ー １ ６ の 傾 斜 面 ４ ０ に よ り 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ を ロ ッ ド 受 け 入
れ チ ャ ン ネ ル １ ８ に 押 入 れ る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 方 法 は 、 脊 椎 ロ ッ ド の 取 付 け ら れ た 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お よ び ／ ま た は 他 の
脊 椎 固 定 装 置 を 取 外 す 工 程 を 有 し て も よ い 。 少 な く と も 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ の 場 合 、 こ れ
は 、 ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８ の 開 口 部 ３ ２ を 通 し て 脊 椎 ロ ッ ド を 移 動 さ せ る こ と に
よ っ て 達 成 さ れ 得 る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 フ ァ ス ナ ー １ ６ が ロ ッ ド 受 け 入 れ チ ャ ン ネ ル １ ８
の 第 １ お よ び 第 ２ 分 岐 部 ２ ８ 、 ３ ０ の う ち の 一 方 の み を 通 っ て 延 び て い る 構 成 に 起 因 し て
フ ァ ス ナ ー １ ６ を ボ デ ィ １ ２ か ら 取 外 す か 或 い は 係 合 解 除 す る こ と な し に 可 能 で あ る が 、
他 の 構 造 も こ れ を 可 能 に し 得 る 。
　 当 業 者 は 、 こ の 方 法 が こ こ に 記 載 さ れ て い る 特 定 の 順 序 に 限 定 さ れ な く 、 且 つ 手 順 が 所
定 の 用 途 お よ び ／ ま た は 病 気 を 鑑 み て 好 適 で あ る ど の 順 序 で 行 な わ れ て も よ い こ と を わ か
る で あ ろ う 。 例 え ば 、 脊 椎 ロ ッ ド ２ ０ は 、 第 １ 脊 椎 固 定 装 置 が 埋 め 込 ま れ ル 前 、 或 い は 第
１ 脊 椎 フ ッ ク １ ０ お よ び 第 ２ 脊 椎 固 定 装 置 の 両 方 が 埋 め 込 ま れ た 後 に 、 第 １ 脊 椎 フ ッ ク １
０ に 取 付 け ら れ て も よ い 。 か く し て 、 特 定 の 順 序 に 対 す る こ こ に お け る い ず れ の 言 及 は 説
明 容 易 の た め だ け の も の で あ る 。
　 こ こ に 開 示 さ れ る 本 発 明 の 例 示 的 な 開 示 が 前 述 の 目 的 を 果 た す こ と は 明 ら か で あ る が 、
当 業 者 に よ り 多 く の 変 更 例 お よ び 他 の 実 施 形 態 を 考 案 さ れ 得 る こ と は わ か る で あ ろ う 。 従
っ て 、 添 付 の 請 求 項 が 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 内 に 入 る す べ て の こ の よ う な 変 形 例 お よ び
実 施 形 態 を 網 羅 す る も の で あ る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 脊 椎 ロ ッ ド に 取 付 け ら れ た 状 態 で 示 さ れ る 本 発 明 に よ る 脊 椎 フ ッ ク の 第 １ の 例 示
的 な 具 体 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 脊 椎 フ ッ ク の 第 ２ の 例 示 的 な 具 体 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 脊 椎 フ ッ ク の 頂 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 脊 椎 フ ッ ク の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 脊 椎 フ ッ ク を 把 持 す る た め の 鉗 子 の 第 １ の 例 示 的 な 具 体 例 の 側 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 鉗 子 の 頂 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 脊 椎 フ ッ ク が 取 付 け ら れ た 頸 部 脊 椎 骨 の 包 括 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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